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9月22～23日、尾

瀬沼に行ってきた。

バスタ新宿から大清

水まで直通バスを利用

し、一ノ瀬から約2時

間、途中の岩清水で喉

を潤しながら尾瀬沼東

端の長蔵小屋に着く。

目の前には東北地方最

高峰の燧ヶ岳2,356m

が雄大な姿を見せる。

水芭蕉やニッコウキ

スゲは時期的に見られ

ないが、草紅葉や秋の

花のミヤマアキノキリ

ンソウやオクトリカブ

トが黄色く、また青紫

で、我々の目を楽しま

せてくれる。

尾瀬沼は燧ヶ岳の噴

火により出来た湖で、

日本でも有数な高地に

ある湖だ。周囲7Kmの

木道を、大江湿原・ア

ザミ湿原・沼尻平・三

平下と巡り、秋の1日

を心から楽しんだ。

日銀がマイナス金利を導入して4ヶ月が経ちました。

マイナス金利を好感した投資家が注目したのはＪリート

です。導入後しばらくはＪリートの投資口価格（株価に

相当）が上昇し、いったん落ち着いた後にマイナス金利

で収益が圧迫される銀行がＪリート投資を増やすなど再

び株価は上昇気流に乗り、東証リート指数は2000ポイ

ントを狙う水準までになりました。現在のように平均利

回りが3.5%を下回る状況は明らかに高値です。

そもそもマイナス金利の導入は、日銀が民間の銀行に

対して融資を増やせというシグナルですが、融資対象を

見ると不動産の他に資金需要が見い出せないのが実情で

す。日銀の統計だと全融資の内、2割程度が不動産向けと

なっています。融資先を増やすとしても不動産融資が増

えて物件価格の押し上げが顕著になるだけで、このまま

行けば今年後半には東京都心でミニバブル、局地バブル

が発生する可能性がありそうです。

現状の価格高騰を踏まえて大手不動産系でオフィスビ

ルを対象とするＪリートは「今は買い時ではない」と明

言しており、Ｊリートの新規物件取得の勢いは、後半に

向かってさらに鈍るのではないかとも言われています。

更に、今年２月のマイナス金利政策導入以降、風向き

が変わった点として外国人投資家の動向があります。2

～3月は外国人投資家が大幅に買い越しており、その規

模は過去2～3番目と言われています。これまでも日銀が

金融緩和を打ち出すと外国人投資家が買い越す傾向はあ

りましたが、そのＪリート買いが一服しました。東証が

6月10日発表した統計によりますと、外国人投資家は5

月に314億円を売り越しました。売り越しは4ヶ月ぶり

で、日銀がマイナス金利政策を導入して以降では初めて

です。日銀の追加緩和期待が薄れ、Ｊリート相場の先高

感が後退していることが背景にあるようです。
尾瀬沼から見た燧ヶ岳

住宅金融支援機構（旧住宅金融公庫）が提供している

60歳以上向けのリバースモーゲージ型住宅ローン「リ・

バース60」の利用が、このところ急激に伸びています。  

2017年度の申請件数は前年度比4倍強の174件に増

加。2018年度は9月時点で既に160件を超えており、

年間では昨年比約2.3倍の400件へと増える勢いです。

このリバースモーゲージ型住宅ローンは、毎月の支払

いは利息のみで、元金は亡くなった時に対象物件を売却

することで一括返済します。商品としては民間金融機関

の住宅ローンに、同機構が保険を付ける方法です。

一般的なリバースモーゲージは自宅を担保に金融機関

から融資を受けますが、このローンは新たに所有する住

宅を担保にすることもできます。そのため利用者の平均

年齢は72歳ですが、資金の使途としては「新築マンショ

ン購入」と「新築戸建建設」が多く、この2つで全体の7

割を占めています。バリアフリー化などの戸建リフォー

ムは1割程度です。高齢者の新築需要は意外に旺盛です。

更に、昨春からは「ノンリコース型」を追加し、亡く

なった時の売却代金でローンを完済できない場合でも相

続人に残債務が請求されない方式を導入しました。最近

では利用者の8割がこの「ノンリコース型」を利用し、ロ

ーンを借りた親としては子供に迷惑をかける心配がなく

なったと安心しています。今や「余生」とは言わず、充

実した「第二の人生」を送るための住まいを取得する時

代となりました。


